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１
、
は
じ
め
に
第
四
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
『
後
拾
遺
集
』）
は
、
前
代
の
『
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
『
拾
遺
集
』）
を
意
識
し
た
名
称
と
い
え
る
。
し
か
し
、
『
後
拾
遺
集
』
と
い
う
題
名
は
後
世
の
も
の
で
、
『
後
拾
遺
集
』
の
古
写
本
に
は
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』
と
あ
り
、
仮
名
序
に
も
「
名
づ
け
て
後
拾
遺
和
歌
抄
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
平
安
時
代
に
は
『
拾
遺
集
』
の
前
身
と
も
い
え
る
『
拾
遺
抄
』
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
藤
原
定
家
の
『
三
代
集
之
間
事
』
に
「
通
俊
卿
撰
後
拾
遺
之
時
、
雖
立
二
十
巻
之
部
。
猶
名
後
拾
遺
和
歌
抄
、
是
猶
庶
幾
抄
名
也
」 （１
）と
記
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
「
時
の
人
集
（
『
拾
遺
集
』
）
を
さ
し
置
き
て
、
抄
（
『
拾
遺
抄
』
）
を
も
て
な
し
け
り
。
乃
通
俊
卿
後
拾
遺
も
集
に
は
つ
か
ず
し
て
、
抄
に
つ
き
て
後
拾
遺
抄
と
題
せ
り
」
（
『
井
蛙
抄
』
）
（
２
）
等
の
見
方
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
『
古
来
風
躰
抄
』
や
『
東
常
縁
聞
書
』
等
に
も
同
様
の
説
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
抄
」
と
「
集
」
の
区
別
は
厳
密
で
は
な
か
っ
た
と
思
え
る
例
が
存
す
る
。
『
紫
式
部
日
記
』
に
は
、
二
十
巻
の
『
拾
遺
集
』
を
『
拾
遺
抄
』
と
記
し
て
い
る （３
）の
で
あ
る
。
か
つ
て
『
後
拾
遺
集
』
が
、
『
拾
遺
抄
』
と
『
拾
遺
集
』
の
い
ず
れ
を
継
承
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
、
単
に
題
名
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
が
、
本
論
で
は
、
こ
の
問
題
を
両
集
の
共
通
歌
人
詠
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
比
較
に
際
し
て
、
『
後
拾
遺
集
』
の
仮
名
序
に
「
古
今
後
撰
二
つ
の
集
に
歌
入
り
た
る
と
も
が
ら
の
家
の
集
を
ば
…
こ
れ
に
除
き
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
、
す
な
わ
ち
、
古
今
後
撰
の
両
集
に
入
集
し
た
歌
人
の
家
集
か
ら
は
採
歌
し
な
い
が
、
『
拾
遺
集
』
歌
人
の
家
集
か
ら
は
採
歌
す
る
と
い
う
方
針
に
注
目
す
る
こ
と
に
す
る
。『
後
拾
遺
集
』
の
撰
者
通
俊
は
、『
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
家
集
を
前
に
、
『
拾
遺
集
』
の
歌
を
除
き
つ
つ
撰
歌
作
業
を
進
め
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
通
俊
は
、
お
そ
ら
く
歌
人
ご
と
に
、
『
拾
遺
集
』
入
集
歌
と
『
後
拾
遺
集
』
撰
出
歌
と
を
見
比
べ
た
に
違
い
な
い
。
両
集
に
共
通
す
る
歌
人
の
和
歌
を
中
心
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
後
拾
遺
集
』
が
『
拾
遺
抄
』
お
よ
び
『
拾
遺
集
』
を
如
何
に
意
識
し
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
浅
茅
は
『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
で
は
恋
歌
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
『
拾
遺
集
』
に
な
る
と
四
季
歌
の
歌
材
と
な
り
、『
後
拾
遺
集
』
の
四
季
部
に
お
い
て
は
秋
の
代
（3）
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
研
究
紀
要
第
四
巻
（
二
〇
一
四
）
研
究
論
文
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
お
け
る
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
継
承
―
共
通
す
る
歌
人
詠
の
比
較
を
中
心
に
―
学
芸
学
部
国
文
学
科
中
周
子
要
旨
：
第
四
番
目
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
後
拾
遺
集
』
は
、
古
写
本
の
題
名
お
よ
び
序
文
に
は
『
後
拾
遺
和
歌
抄
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
来
『
拾
遺
集
』
よ
り
も
、
そ
の
前
身
で
あ
る
『
拾
遺
抄
』
を
重
ん
じ
て
継
承
す
る
集
で
あ
る
と
の
見
方
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
後
拾
遺
集
』
と
『
拾
遺
抄
』
お
よ
び
『
拾
遺
集
』
と
の
内
容
的
な
影
響
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
分
に
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
『
後
拾
遺
集
』
と
『
拾
遺
集
』
と
の
関
係
を
、
具
体
な
和
歌
表
現
の
比
較
・
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
ま
ず
『
後
拾
遺
集
』
が
『
拾
遺
集
』
の
歌
人
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
両
集
に
共
通
す
る
歌
人
の
和
歌
を
比
較
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
集
に
類
似
す
る
表
現
が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
『
後
拾
遺
集
』
撰
者
が
、
『
拾
遺
抄
』
の
歌
の
み
な
ら
ず
『
拾
遺
集
』
が
増
補
し
た
歌
と
そ
の
表
現
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
論
は
『
後
拾
遺
集
』
は
『
拾
遺
集
』
を
継
承
発
展
さ
せ
る
と
い
う
編
纂
方
針
を
持
っ
た
集
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
：『
拾
遺
集
』、『
拾
遺
抄
』、『
後
拾
遺
集
』、
能
宣
、
好
忠
表
的
な
景
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
浅
茅
と
い
う
歌
材
の
み
な
ら
ず
、
歌
人
に
注
目
す
る
と
、『
拾
遺
集
』
の
四
季
歌
に
浅
茅
を
詠
み
込
ん
だ
唯
一
の
例
が
恵
慶
の
歌
で
あ
り
、
『
後
拾
遺
集
』
秋
部
に
も
恵
慶
の
浅
茅
詠
が
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
家
集
を
見
る
と
恵
慶
は
何
度
も
浅
茅
を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
恵
慶
の
例
は
、
浅
茅
を
四
季
の
歌
に
詠
む
早
い
例
で
あ
る
。
『
拾
遺
集
』
は
そ
の
よ
う
な
恵
慶
の
浅
茅
詠
に
注
目
し
て
四
季
部
に
採
録
し
た
。
そ
し
て
『
後
拾
遺
集
』
も
ま
た
、
恵
慶
の
浅
茅
の
歌
を
撰
ん
で
秋
部
に
配
し
、
さ
ら
に
他
の
歌
人
達
の
浅
茅
詠
を
も
採
録
し
、
浅
茅
を
秋
の
重
要
な
景
物
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
例
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
両
集
に
共
通
す
る
歌
人
の
詠
歌
に
注
目
し
て
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
後
拾
遺
集
』
に
お
け
る
『
拾
遺
集
』
継
承
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
論
で
は
両
集
に
共
通
す
る
歌
人
の
詠
歌
を
取
り
上
げ
て
、
『
後
拾
遺
集
』
と
『
拾
遺
抄
』
お
よ
び
『
拾
遺
集
』
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。
２
、『
後
拾
遺
集
』
に
入
集
す
る
拾
遺
集
歌
人
具
体
的
な
和
歌
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
『
後
拾
遺
集
』
に
お
け
る
『
拾
遺
集
』
歌
人
の
占
め
る
比
重
を
見
て
お
こ
う
。
次
は
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
人
総
数
と
『
拾
遺
集
』
既
出
の
歌
人
、
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
数
、
お
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
数
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
入
集
歌
人
総
数
三
二
一
名
総
歌
数
一
二
一
八
首
『
拾
遺
集
』
既
出
歌
人
総
数
三
三
名
総
歌
数
三
九
五
首
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
総
数
二
八
八
名
総
歌
数
七
六
四
首
『
拾
遺
集
』
既
出
歌
人
の
数
は
全
体
の
約
一
割
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
歌
数
は
総
歌
数
の
約
三
割
を
占
め
て
い
る
。
既
出
歌
人
一
人
あ
た
り
の
入
集
歌
数
は
初
出
歌
人
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
、
『
後
拾
遺
集
』
の
特
色
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
、
『
後
撰
集
』
と
『
拾
遺
集
』
が
、
前
代
勅
撰
集
歌
人
の
和
歌
を
何
首
撰
ん
で
い
る
か
を
表
に
し
て
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
拾
遺
集
』
に
お
け
る
前
代
歌
集
に
は
『
万
葉
集
』
を
含
め
た
。
『
後
拾
遺
集
』
入
集
歌
数
『
拾
遺
集
』
既
出
歌
人
『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
一
〇
首
以
上
一
五
名
一
一
名
九
～
五
首
九
名
二
四
名
四
～
二
首
六
名
九
四
名
一
首
三
名
一
五
九
名
『
後
撰
集
』
入
集
歌
数
『
古
今
集
』
既
出
歌
人
『
後
撰
集
』
初
出
歌
人
一
〇
首
以
上
八
名
三
名
九
～
五
首
一
一
名
八
名
四
～
二
首
一
五
名
四
六
名
一
首
八
名
一
二
一
名
『
拾
遺
集
』
入
集
歌
数
前
代
集
既
出
歌
人
『
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
一
〇
首
以
上
八
名
七
名
九
～
五
首
九
名
八
名
四
～
二
首
一
八
名
二
九
名
一
首
二
〇
名
九
一
名
こ
の
よ
う
に
、
他
の
勅
撰
集
に
お
け
る
前
代
歌
人
の
比
率
を
比
べ
て
み
て
も
、『
後
拾
遺
集
』
に
お
け
る
『
拾
遺
集
』
歌
人
の
比
重
の
大
き
さ
、
一
〇
首
以
上
入
集
す
る
歌
人
の
多
さ
が
わ
か
る
。
前
代
歌
人
の
詠
歌
を
重
ん
じ
る
傾
向
は
『
後
拾
遺
集
』
の
特
色
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
に
『
後
拾
遺
集
』
に
撰
ば
れ
た
『
拾
遺
集
』
既
出
歌
人
三
三
名
と
、
そ
の
入
集
歌
数
お
よ
び
部
立
ご
と
の
歌
数
を
一
覧
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。『
拾
遺
集
』
歌
人
と
い
っ
て
も
、『
拾
遺
集
』
成
立
後
に
、
む
し
ろ
長
い
活
躍
時
期
を
持
つ
歌
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、『
拾
遺
集
』
の
成
立
時
に
生
存
し
て
い
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
『
後
拾
遺
集
』
成
立
以
後
の
時
代
も
活
躍
時
期
と
す
る
等
に
よ
り
二
分
し
て
あ
げ
た
。
な
お
、
◯
印
は
『
後
拾
遺
集
』
入
集
歌
数
、
◎
印
は
『
拾
遺
集
』
入
集
歌
数
で
あ
る
。
ま
た
（
）
内
に
は
各
部
立
ご
と
の
歌
数
を
示
し
た
。
た
だ
し
春
夏
秋
冬
は
「
季
」、
雑
春
と
雑
秋
は
「
雑
季
」
と
し
て
一
括
し
た
。
（
Ａ
）『
拾
遺
集
』
成
立
時
に
没
し
て
い
る
歌
人
能
宣
…
…
◯
二
六
（
季
一
九
、
恋
四
、
雑
二
、
旅
一
）
◎
五
六
（
季
一
七
、
雑
季
六
、
恋
六
、
雑
恋
一
、
雑
七
、
賀
八
、
別
四
、
神
楽
八
、
哀
傷
二
）
（4）
元
輔
…
…
◯
二
六
（
季
一
一
、
恋
六
、
雑
五
、
賀
二
）
◎
四
八
（
季
九
、
雑
季
一
〇
、
恋
三
、
雑
恋
一
、
雑
六
、
雑
賀
七
、
賀
四
、
別
一
、
物
名
一
、
神
楽
三
、
哀
傷
二
）
兼
盛
…
…
◯
一
七
（
季
一
〇
、
恋
三
、
雑
一
、
賀
三
）
◎
三
八
（
季
一
四
、
雑
季
三
、
恋
四
、
雑
一
、
賀
四
、
別
三
、
物
名
一
、
神
楽
六
、
哀
傷
三
）
重
之
…
…
◯
一
四
（
季
三
、
恋
二
、
雑
六
、
賀
一
、
旅
一
、
哀
傷
一
）
◎
一
三
（
季
五
、
雑
季
二
、
恋
二
、
別
一
、
物
名
二
、
神
楽
一
）
実
方
…
…
◯
一
四
（
恋
三
、
雑
八
、
哀
傷
三
）
◎
七
（
季
一
、
雑
季
一
、
恋
四
、
哀
傷
一
）
道
信
…
…
◯
一
一
（
季
一
、
恋
七
、
雑
一
、
別
二
）
◎
二
（
哀
傷
二
）
恵
慶
…
…
◯
一
一
（
季
五
、
恋
一
、
雑
三
、
別
一
、
旅
一
）
◎
一
八
（
季
一
〇
、
雑
季
二
、
雑
恋
一
、
雑
三
、
物
名
一
、
神
楽
一
）
好
忠
…
…
◯
九
（
季
七
、
恋
一
、
雑
一
）
◎
九
（
季
二
、
雑
季
四
、
恋
一
、
雑
一
、
別
一
）
道
綱
母
…
…
◯
七
（
恋
二
、
雑
五
）
◎
六
（
季
一
、
恋
一
、
雑
一
、
雑
賀
二
、
哀
傷
一
）
徽
子
…
…
◯
七
（
季
二
、
雑
五
）
◎
五
（
雑
三
、
恋
一
、
雑
賀
一
）
義
孝
…
…
◯
七
（
恋
一
、
雑
二
、
哀
傷
四
）
◎
三
（
雑
季
一
、
雑
賀
二
）
兼
家
…
…
◯
四
（
恋
三
、
別
一
）
◎
二
（
雑
二
）
順
…
…
◯
三
（
雑
一
、
賀
一
、
哀
傷
一
）
◎
二
七
（
季
七
、
雑
季
二
、
恋
五
、
雑
恋
一
、
雑
二
、
賀
一
、
別
一
、
哀
一
）
安
法
…
…
◯
二
（
季
一
、
雑
一
）
◎
三
（
季
一
、
雑
季
一
、
神
楽
一
）
為
頼
…
…
◯
二
（
季
一
、
雑
一
）
◎
五
（
季
一
、
雑
二
、
別
一
、
哀
一
）
朝
光
…
…
◯
二
（
雑
一
、
哀
一
）
◎
四
（
雑
二
、
雑
賀
一
、
哀
傷
一
）
具
平
…
…
◯
二
（
季
一
、
雑
一
）
◎
四
（
雑
季
三
、
雑
一
）
貴
子
…
…
◯
二
（
恋
一
、
雑
一
）
◎
一
（
雑
賀
一
）
望
城
…
…
◯
一
（
季
一
）
◎
一
（
季
一
）
（
Ｂ
）『
拾
遺
集
』
成
立
後
に
も
活
躍
し
た
歌
人
和
泉
式
部
…
◯
六
八
（
季
一
七
、
恋
二
二
、
雑
二
三
、
旅
一
、
哀
傷
五
）
◎
一
（
哀
傷
一
）
赤
染
衛
門
…
◯
三
二
（
季
八
、
恋
五
、
雑
一
三
、
賀
二
、
別
一
、
旅
一
、
哀
傷
二
）
◎
一
（
別
一
）
道
済
…
…
◯
二
二
（
季
九
、
恋
四
、
雑
四
、
別
三
、
旅
二
）
◎
一
（
雑
一
）
長
能
…
…
◯
二
〇
（
季
九
、
恋
五
、
雑
五
、
別
一
）
◎
七
（
季
三
、
雑
季
三
、
雑
恋
一
）
公
任
…
…
◯
一
九
（
季
八
、
恋
一
、
雑
八
、
賀
一
、
別
一
、
旅
一
）
◎
一
五
（
季
三
、
雑
季
五
、
雑
一
、
雑
賀
二
、
別
一
、
哀
傷
三
）
輔
親
…
…
◯
一
三
（
季
一
、
恋
四
、
雑
六
、
賀
一
、
別
二
）
◎
一
（
雑
季
一
）
馬
内
侍
…
…
◯
一
二
（
季
一
、
恋
三
、
雑
八
）
◎
四
（
雑
季
一
、
恋
二
、
雑
一
）
嘉
言
…
…
◯
一
〇
（
季
四
、
恋
一
、
雑
二
、
別
一
、
賀
一
、
哀
傷
一
）
◎
三
（
雑
季
一
、
雑
一
、
別
一
）
高
遠
…
…
◯
八
（
季
三
、
恋
一
、
雑
二
、
旅
一
、
哀
傷
一
）
◎
一
（
秋
一
）
選
子
…
…
◯
七
（
季
一
、
雑
四
、
別
一
、
哀
傷
一
）
◎
一
（
哀
傷
一
）
兼
澄
…
…
◯
七
（
季
二
、
恋
一
、
雑
一
、
賀
二
、
別
一
）
◎
一
（
神
楽
一
）
小
大
君
…
…
◯
五
（
季
一
、
雑
三
、
賀
一
）
◎
三
（
雑
季
一
、
恋
一
、
雑
賀
一
）
道
長
…
…
◯
五
（
季
二
、
雑
三
）
◎
二
（
雑
季
一
、
雑
賀
一
）
相
方
…
…
◯
一
（
雑
一
）
◎
一
（
哀
傷
一
）
頼
光
…
…
◯
一
（
恋
一
）
◎
一
（
恋
一
）
（
Ａ
）
の
拾
遺
集
時
代
の
歌
人
は
十
九
名
で
、（
Ｂ
）
の
後
拾
遺
集
時
代
に
活
躍
し
た
歌
人
よ
り
多
い
。
ま
た
、
一
首
歌
人
は
わ
ず
か
に
三
名
で
、
大
半
の
歌
人
は
数
首
以
上
の
歌
が
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
『
後
拾
遺
集
』
が
拾
遺
集
歌
人
を
重
視
す
る
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
の
歌
風
形
成
に
お
い
て
も
拾
遺
集
歌
人
の
詠
歌
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
３
、
共
通
歌
人
の
類
似
表
現
『
拾
遺
集
』
と
『
後
拾
遺
集
』
に
共
通
す
る
歌
人
の
歌
を
比
較
し
て
み
る
と
、
同
じ
発
想
や
歌
材
、
類
似
の
歌
句
が
用
い
ら
れ
た
歌
が
少
な
か
ら
ず
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
も
ち
ろ
ん
同
一
歌
人
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
発
想
や
類
似
の
歌
語
・
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
以
下
に
あ
げ
る
例 （４
）は
、『
後
拾
遺
集
』
の
撰
者
が
、『
拾
遺
集
』
を
如
何
に
意
識
し
て
い
た
か
を
窺
い
得
る
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
詠
み
込
ま
れ
た
歌
こ
と
ば
を
詳
細
に
見
る
と
、『
後
拾
遺
集
』
の
先
例
が
、『
拾
遺
集
』
に
初
出
例
と
し
て
見
当
た
り
、
し
か
も
他
に
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
表
現
が
少
な
く
な
い
。
（5）
①
能
宣
の
和
歌
ａ
も
み
ぢ
葉
を
け
ふ
は
猶
見
む
く
れ
ぬ
と
も
を
ぐ
ら
の
山
の
名
に
は
さ
は
ら
じ
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
九
五
・
能
宣
）
も
み
ぢ
せ
ば
あ
か
く
な
り
な
む
を
ぐ
ら
山
秋
ま
つ
ほ
ど
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
後
拾
遺
集
・
夏
・
二
三
二
・
能
宣
）
ｂ
女
郎
花
に
ほ
ふ
あ
た
り
に
む
つ
る
れ
ば
あ
や
な
く
つ
ゆ
や
心
お
く
ら
む
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
五
九
・
能
宣
）
梅
の
花
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
あ
や
な
く
人
に
あ
や
ま
た
れ
つ
つ
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
五
一
・
能
宣
）
②
平
兼
盛
の
歌
ｃ
わ
が
や
ど
の
梅
の
た
ち
え
や
見
え
つ
ら
ん
思
ひ
の
ほ
か
に
君
が
き
ま
せ
る
（
拾
遺
集
・
春
・
一
五
・
兼
盛
）
梅
が
か
を
た
よ
り
の
風
や
ふ
き
つ
ら
ん
春
め
づ
ら
し
く
君
が
き
ま
せ
る
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
五
〇
・
兼
盛
）
ｄ
山
里
は
雪
ふ
り
つ
み
て
道
も
な
し
け
ふ
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む
（
拾
遺
集
・
冬
・
二
五
一
・
兼
盛
）
雪
ふ
り
て
道
ふ
み
ま
ど
ふ
山
里
に
い
か
に
し
て
か
は
春
の
来
つ
ら
ん
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
七
・
兼
盛
）
③
藤
原
公
任
の
歌
ｅ
春
き
て
ぞ
人
も
訪
ひ
け
る
山
里
は
花
こ
そ
や
ど
の
あ
る
じ
な
り
け
れ
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇
一
五
・
公
任
）
山
里
の
紅
葉
見
に
と
や
思
ふ
ら
ん
散
り
は
て
て
こ
そ
訪
ふ
べ
か
り
け
れ
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
五
九
・
公
任
）
④
大
斎
院
選
子
の
歌
ｆ
ご
ふ
つ
く
す
み
た
ら
し
河
の
亀
な
れ
ば
の
り
の
浮
き
木
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
三
三
七
・
選
子
）
の
り
の
た
め
摘
み
け
る
花
を
数
々
に
今
は
こ
の
世
の
か
た
み
と
ぞ
思
ふ
（
後
拾
遺
集
・
哀
傷
・
五
七
九
・
選
子
）
⑤
曾
禰
好
忠
の
歌
ｇ
に
ほ
鳥
の
氷
の
関
に
と
ぢ
ら
れ
て
玉
も
の
宿
を
か
れ
や
し
ぬ
ら
ん
（
拾
遺
集
・
冬
・
一
一
四
五
・
好
忠
）
岩
間
に
は
氷
の
楔
う
ち
て
け
り
玉
ゐ
し
水
も
今
は
も
り
こ
ず
（
後
拾
遺
集
・
冬
・
四
二
一
・
好
忠
）
①
に
あ
げ
た
能
宣
の
家
集
は
円
融
、
花
山
の
御
代
に
二
度
に
わ
っ
て
召
さ
れ
て
お
り （
５
）、
『
紫
式
部
日
記
』
に
も
、
道
長
か
ら
彰
子
へ
の
贈
り
物
の
冊
子
と
し
て
、
三
代
集
と
「
能
宣
、
元
輔
や
う
の
い
に
し
へ
い
ま
の
歌
よ
み
ど
も
の
家
々
の
集
」
（
６
）が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
能
宣
が
重
代
の
歌
人
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
『
拾
遺
集
』
に
は
能
宣
の
歌
が
五
九
首
入
集
し
て
お
り
、
初
出
歌
人
中
で
は
最
多
で
あ
る
。『
後
拾
遺
集
』
仮
名
序
に
は
、
能
宣
は
じ
め
『
後
撰
集
』
撰
者
を
ま
と
め
て
「
む
か
し
梨
壺
の
五
つ
の
人
と
い
ひ
て
歌
に
た
く
み
な
る
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
五
人
の
入
集
歌
数
に
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。
因
み
に
能
宣
と
元
輔
は
二
六
首
、
順
は
三
首
、
時
文
二
首
、
望
城
は
一
首
で
あ
る
。
能
宣
と
元
輔
の
二
人
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
拾
遺
集
』『
後
拾
遺
集
』
と
も
に
能
宣
の
四
季
歌
を
多
く
撰
ん
で
い
る
。
こ
の
点
を
み
て
も
両
集
の
撰
歌
傾
向
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
能
宣
の
ｂ
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
に
ほ
ふ
あ
た
り
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
と
、
能
宣
以
前
に
は
例
が
見
出
せ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
か
ろ
う
じ
て
、
次
の
類
似
例
が
見
つ
か
る
の
み
で
あ
る
。咲
き
に
ほ
ふ
花
の
あ
た
り
の
つ
ね
よ
り
も
さ
や
け
か
り
け
り
秋
の
夜
の
月
（
内
裏
前
栽
合
・
五
）
千
種
に
に
ほ
ふ
花
の
あ
た
り
に
は
も
ぎ
木
の
や
う
に
て
ま
じ
り
に
く
く
侍
れ
ど
も
…
（
女
四
宮
歌
合
・
歌
合
日
記
）
前
者
は
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
開
催
さ
れ
た
村
上
天
皇
の
「
内
裏
前
栽
合
」
に
お
い
て
朝
成
朝
臣
が
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。
「
咲
き
に
ほ
ふ
花
」
と
秋
の
「
月
」
と
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
月
を
鑑
賞
し
な
が
ら
の
前
栽
合
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
折
り
の
歌
に
「
月
か
げ
の
さ
や
か
な
ら
ず
は
秋
ふ
か
み
千
種
に
に
ほ
ふ
花
を
見
ま
し
や
」（
一
七
）
も
あ
る
。
こ
の
「
に
ほ
ふ
」
は
視
覚
的
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
散
文
で
は
あ
る
が
、
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
八
月
に
行
わ
れ
た
「
女
四
宮
歌
合
」
（6）
の
歌
合
日
記
中
の
一
文
で
あ
る
。
秋
の
野
に
咲
き
乱
れ
る
花
々
と
い
う
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
に
ほ
ふ
あ
た
り
」
と
い
う
表
現
は
能
宣
の
和
歌
に
は
何
度
も
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
屏
風
に
、
大
井
河
に
、
人
人
の
い
へ
あ
り
、
前
栽
の
も
と
に
人
人
な
ど
ゐ
て
は
べ
る
に
女
郎
花
に
ほ
ふ
あ
た
り
に
む
つ
る
れ
ば
あ
や
な
く
つ
ゆ
や
こ
こ
ろ
お
く
ら
ん
（
能
宣
集
・
二
三
二
）
人
の
も
と
に
ま
か
り
て
も
の
な
ど
い
ひ
て
、
女
郎
花
を
を
り
て
簾
の
内
に
さ
し
入
る
と
て
女
郎
花
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
野
を
し
め
て
秋
の
よ
な
よ
な
旅
寝
を
ぞ
す
る
（
同
・
二
三
七
）
あ
る
人
の
歌
合
に
む
め
梅
の
花
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
あ
や
な
く
人
に
あ
や
ま
た
れ
つ
つ（
同
・
二
六
三
）
能
宣
は
よ
ほ
ど
こ
の
表
現
が
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
屏
風
歌
や
歌
合
歌
と
し
て
、
ま
た
実
生
活
で
の
贈
答
歌
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
詠
じ
て
い
る
。
一
首
目
が
『
拾
遺
集
』
に
、
三
首
目
が
『
後
拾
遺
集
』
に
撰
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
を
見
る
と
、
ま
ず
「
女
郎
花
」
と
「
梅
の
花
」
と
の
相
違
が
あ
る
。
小
町
谷
氏
は
一
首
目
の
拾
遺
集
歌
を
「
女
郎
花
が
色
美
し
く
咲
い
て
い
る
辺
り
」 （７
）と
視
覚
的
な
意
味
に
取
っ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
、
次
の
例
歌
の
よ
う
に
女
郎
花
は
色
美
し
く
咲
く
様
子
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
女
郎
花
に
ほ
ふ
さ
か
り
を
見
る
時
ぞ
我
が
老
い
ら
く
は
く
や
し
か
り
け
り
（
後
撰
集
・
秋
中
・
三
四
七
・
読
人
不
知
）
こ
こ
に
し
も
何
に
ほ
ふ
ら
ん
女
郎
花
人
の
物
言
ひ
さ
が
に
く
き
よ
に
（
拾
遺
集
・
雑
秋
・
一
〇
九
八
・
遍
昭
）
後
の
例
で
は
あ
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
匂
兵
部
卿
の
巻
に
は
、
香
の
有
無
に
よ
っ
て
、
梅
の
花
と
女
郎
花
を
対
比
的
に
記
し
た
条
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
ま
れ
つ
き
芳
香
を
身
に
ま
と
う
薫
へ
の
対
抗
心
か
ら
、
薫
物
の
調
合
に
熱
心
な
匂
宮
に
つ
い
て
「
御
前
の
前
裁
に
も
、
春
は
梅
の
花
園
を
な
が
め
た
ま
ひ
、
秋
は
、
世
の
人
の
め
づ
る
女
郎
花
、
小
牡
鹿
の
妻
に
す
め
る
萩
の
露
に
も
、
を
さ
を
さ
御
心
う
つ
し
た
ま
は
ず
」 （８
）と
描
か
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
梅
の
花
を
好
み
女
郎
花
に
は
見
向
き
も
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
女
郎
花
は
さ
ほ
ど
香
り
の
な
い
花
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。
手
に
と
れ
ば
袖
さ
へ
に
ほ
ふ
女
郎
花
こ
の
白
露
に
散
ら
ま
く
を
し
も
（
万
葉
集
・
巻
十
・
二
一
一
五
）
女
郎
花
ふ
き
す
ぎ
て
く
る
秋
風
は
目
に
は
見
え
ね
ど
香
こ
そ
し
る
け
れ
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
三
四
・
躬
恒
）
女
郎
花
に
ほ
ひ
を
袖
に
う
つ
し
て
ば
あ
や
な
く
我
を
人
や
と
が
め
む（
貫
之
集
・
二
八
九
）
『
万
葉
集
』
の
一
首
は
、
女
郎
花
の
美
し
い
色
が
袖
を
染
め
る
と
解
さ
れ
る
が
、
『
古
今
集
』
で
は
明
ら
か
に
女
郎
花
の
香
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
貫
之
の
歌
は
、
『
万
葉
集
』
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
香
を
詠
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
貫
之
は
「
袖
さ
へ
に
ほ
ふ
」
を
移
り
香
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
拾
遺
集
』
が
採
歌
し
た
能
宣
の
女
郎
花
詠
は
、「
あ
や
な
く
」
と
い
う
語
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
貫
之
詠
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
能
宣
詠
は
女
郎
花
の
色
の
美
し
さ
の
み
な
ら
ず
香
を
も
詠
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
梅
の
花
は
、
香
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
能
宣
以
前
に
も
次
の
有
名
な
歌
が
あ
る
。
宿
近
く
梅
の
花
植
ゑ
じ
あ
じ
き
な
く
待
つ
人
の
香
に
あ
や
ま
た
れ
け
り
（
古
今
集
・
春
上
・
三
四
・
読
人
不
知
）
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね
香
や
は
か
く
る
る（
同
・
四
一
・
躬
恒
）
『
後
拾
遺
集
』
の
能
宣
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
梅
の
花
の
「
に
ほ
ふ
あ
た
り
」
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
古
来
、
芳
香
で
名
高
い
梅
の
香
に
満
ち
た
空
間
で
あ
る
。
春
の
夕
暮
れ
の
柔
ら
か
い
薄
明
の
中
に
馥
郁
と
し
た
香
り
が
漂
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
」
は
『
後
拾
遺
集
』
の
四
季
歌
に
用
例
が
急
増
す
る
歌
語
で
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
の
仮
名
序
に
記
さ
れ
た
撰
歌
基
準
「
す
が
た
秋
の
月
の
ほ
が
ら
か
に
、
こ
と
ば
春
の
花
の
に
ほ
ひ
あ
る
を
ば
」
に
適
う
詠
と
い
（7）
え
よ
う
。
「
に
ほ
ふ
あ
た
り
」
と
い
う
歌
句
を
、
通
俊
は
よ
ほ
ど
好
ん
だ
と
み
え
て
『
後
拾
遺
集
』
の
夏
部
に
も
次
の
歌
が
撰
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
ぬ
夜
も
ま
つ
夜
も
き
き
つ
ほ
と
と
ぎ
す
花
橘
の
に
ほ
ふ
あ
た
り
は
（
夏
・
二
〇
二
・
大
弐
三
位
）
こ
の
よ
う
に
、
『
後
拾
遺
集
』
に
何
首
も
類
似
の
表
現
を
用
い
た
歌
が
撰
ば
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
表
現
が
、
既
に
『
拾
遺
集
』
に
入
集
す
る
同
一
歌
人
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
撰
者
が
『
拾
遺
集
』
を
い
か
に
丹
念
に
読
ん
で
い
た
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
②
兼
盛
と
③
公
任
の
和
歌
は
『
後
拾
遺
集
』
に
急
増
し
た
山
里
の
詠
で
あ
る
。『
後
拾
遺
集
』
に
詠
ま
れ
る
山
里
は
『
古
今
集
』
の
山
里
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
山
里
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
始
め
る
の
は
『
拾
遺
集
』
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
今
集
』
の
山
里
詠
で
は
、「
春
た
て
ど
花
も
に
ほ
は
ぬ
山
里
は
も
の
う
か
る
ね
に
鶯
ぞ
な
く
」
（
一
五
・
棟
梁
）
、
「
山
里
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
め
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
」
（
三
一
五
・
宗
于
）
、
「
白
雪
の
ふ
り
て
つ
も
れ
る
山
ざ
と
は
す
む
人
さ
へ
や
思
ひ
き
ゆ
ら
む
」（
三
二
八
・
忠
岑
）
と
詠
ま
れ
る
ご
と
く
、「
隔
絶
さ
れ
た
」「
孤
独
な
世
界
」「
厳
し
い
自
然
」
と
い
う
山
里
観
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
『
拾
遺
集
』
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
は
、
小
町
谷
照
彦
氏 （９
）や
阪
口
和
子
氏 （
）、
笹
川
博
司
氏 （
）が
詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
の
山
里
詠
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
と
ふ
人
も
あ
ら
じ
と
思
ひ
し
山
里
に
花
の
た
よ
り
に
人
め
見
る
か
な（
春
・
五
一
・
元
輔
）
山
里
は
雪
ふ
り
つ
み
て
道
も
な
し
け
ふ
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む（秋
・
二
五
一
・
兼
盛
）
山
里
の
家
ゐ
は
霞
こ
め
た
れ
ど
か
き
ね
の
柳
す
ゑ
は
と
に
見
ゆ（雑
春
・
一
〇
三
一
・
嘉
言
）
一
、
二
首
目
は
、
古
今
集
的
な
山
里
の
寂
し
さ
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
人
が
来
る
事
の
期
待
感
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
点
は
、
古
今
的
な
山
里
観
か
ら
の
展
開
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
首
目
の
歌
は
『
古
今
集
』
の
山
里
観
を
脱
し
た
、
叙
景
的
な
要
素
の
強
い
歌
と
い
え
る
。
『
拾
遺
集
』
歌
人
で
は
あ
る
が
、
後
拾
遺
時
代
に
活
躍
し
た
道
済
の
「
ゆ
き
と
の
み
あ
や
ま
た
れ
つ
つ
卯
の
花
に
冬
こ
も
れ
り
と
み
ゆ
る
山
里
」
（
後
拾
遺
・
夏
・
一
七
七
）
に
通
う
詠
風
と
い
え
よ
う
。
嘉
言
の
歌
は
雑
春
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
『
拾
遺
集
』
増
補
歌
で
あ
る
点
は
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
拾
遺
集
』
増
補
歌
と
『
後
拾
遺
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
さ
て
、
ｅ
の
公
任
の
山
里
詠
を
比
べ
る
と
、
『
拾
遺
集
』
と
『
後
拾
遺
集
』
と
の
撰
歌
態
度
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
公
任
の
歌
二
首
に
詠
ま
れ
た
山
里
は
、
い
ず
れ
も
花
や
紅
葉
の
美
し
い
場
所
、
自
然
を
観
賞
し
に
訪
れ
る
場
所
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
『
拾
遺
集
』
の
「
春
き
て
ぞ
人
も
訪
ひ
け
る
山
里
は
花
こ
そ
や
ど
の
あ
る
じ
な
り
け
れ
」
（
雑
春
・
一
〇
一
五
）
は
、『
古
今
集
』
の
歌
に
詠
ま
れ
た
山
里
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
後
拾
遺
集
』
の
歌
「
山
里
の
紅
葉
見
に
と
や
思
ふ
ら
ん
散
り
は
て
て
こ
そ
訪
ふ
べ
か
り
け
れ
」
（
秋
下
・
三
五
九
）
も
、
ま
た
花
や
紅
葉
の
美
し
い
場
所
と
し
て
山
里
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
山
里
観
が
、『
後
拾
遺
集
』
初
出
歌
人
詠
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ｅ
の
二
首
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
よ
う
な
山
里
に
住
む
住
人
と
花
や
紅
葉
等
の
自
然
と
を
対
比
し
て
、
都
人
は
山
の
住
人
よ
り
も
美
し
い
自
然
を
尋
ね
る
こ
と
を
優
先
す
る
も
の
だ
と
い
う
発
想
に
よ
っ
た
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
拾
遺
集
』
の
歌
が
宿
の
主
の
立
場
か
ら
「
花
こ
そ
宿
の
主
な
り
け
れ
」
と
来
客
を
揶
揄
す
る
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
後
拾
遺
集
』
で
は
客
の
立
場
か
ら
「
紅
葉
見
に
と
や
思
ふ
ら
ん
」
と
宿
の
主
の
心
中
を
お
も
ん
ぱ
か
る
歌
で
あ
る
。
対
照
的
な
歌
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
公
任
が
「
山
里
」
と
い
う
語
を
好
み
、
多
く
詠
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
山
里
の
美
的
な
自
然
を
詠
じ
た
歌
も
数
多
い
。
山
里
の
梅
を
思
ふ
に
雨
降
れ
ば
た
だ
に
も
散
ら
で
色
や
ま
さ
ら
ん
（
公
任
集
・
四
）
卯
の
花
の
散
ら
ぬ
限
り
は
山
里
の
こ
の
下
闇
も
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
（
同
・
六
八
）
い
づ
こ
に
も
秋
は
き
ぬ
れ
ど
山
里
の
松
ふ
く
風
は
こ
と
に
ぞ
あ
り
け
る
（
同
・
八
一
）
中
古
中
世
の
私
家
集
の
中
で
も
、
『
公
任
集
』
に
山
里
の
用
例
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る （
）。
『
後
拾
遺
集
』
撰
者
が
、
公
任
の
歌
を
採
歌
す
る
際
に
、
家
集
以
外
を
資
料
と
し
（8）
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
「
山
里
の
紅
葉
見
に
と
や
」
の
歌
は
『
栄
花
物
語
』
や
『
今
昔
物
語
』
に
も
見
え
る
歌
で
は
あ
る
が
、
『
後
拾
遺
集
』
の
公
任
の
歌
を
現
存
の
『
公
任
集
』
は
す
べ
て
所
収
す
る
の
で
、
主
に
家
集
を
資
料
に
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る （
）。
従
っ
て
『
公
任
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
数
多
の
山
里
詠
を
撰
者
は
見
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
里
に
す
む
人
と
の
交
流
と
自
然
美
の
観
賞
を
対
比
し
て
詠
じ
る
と
い
う
『
拾
遺
集
』
の
歌
と
同
想
の
歌
を
撰
ん
で
い
る
。
『
後
拾
遺
集
』
の
撰
歌
態
度
が
、
『
拾
遺
集
』
の
撰
歌
態
度
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
例
と
い
え
よ
う
。
ｃ
の
「
君
が
き
ま
せ
る
」
も
兼
盛
が
好
ん
で
詠
ん
で
い
る
表
現
で
あ
る
が （
）、
他
の
歌
人
の
詠
に
は
、
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
表
現
で
あ
る
。
兼
盛
以
前
の
例
と
し
て
は
、
次
に
あ
げ
た
類
似
の
表
現
が
見
当
た
る
程
度
で
あ
る
。
紐
鏡
の
と
か
の
山
の
た
が
ゆ
ゑ
か
君
き
ま
せ
る
に
紐
と
か
ず
ね
む
（
万
葉
集
・
巻
一
一
・
二
四
二
四
）
う
つ
つ
に
か
妹
が
き
ま
せ
る
夢
に
か
も
吾
か
ま
と
へ
る
恋
の
し
げ
き
に
（
同
・
巻
一
二
・
二
九
一
七
）
と
し
が
あ
ひ
に
ま
れ
に
き
ま
せ
る
君
を
お
き
て
ま
た
な
は
た
た
じ
恋
は
し
ぬ
と
も
（
躬
恒
集
・
二
五
〇
）
後
世
の
例
と
し
て
は
、
次
に
あ
げ
た
有
房
の
「
梅
」
の
歌
や
覚
性
法
親
王
の
「
雪
朝
客
来
」
を
詠
じ
た
歌
が
見
当
た
る
が
、
い
ず
れ
も
兼
盛
詠
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
宿
の
梅
は
た
ち
え
も
な
き
も
の
を
香
を
た
づ
ね
て
や
君
が
き
ま
せ
る（有
房
集
・
一
五
）
初
雪
の
朝
に
君
が
き
ま
せ
る
は
あ
る
じ
を
と
し
も
問
ひ
こ
ざ
る
ら
ん（
出
観
集
・
五
八
三
）
ま
た
、
ｆ
の
大
斎
院
選
子
内
親
王
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
た
「
の
り
」
と
い
う
語
は
、
勅
撰
集
で
は
『
拾
遺
集
』
に
初
出
で
、
『
後
拾
遺
集
』
に
は
四
例
と
増
加
す
る
語
で
あ
る
。
『
拾
遺
集
』
『
後
拾
遺
集
』
と
も
に
、『
発
心
和
歌
集
』
と
い
う
最
古
の
釈
教
歌
集
を
編
ん
だ
選
子
内
親
王
の
歌
と
語
に
注
目
し
て
撰
歌
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ｇ
の
「
氷
の
関
」
と
「
氷
の
楔
」
は
、
好
忠
の
歌
に
し
か
見
出
せ
な
い
語
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
漢
詩
由
来
の
好
忠
の
造
語
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る （
）。
こ
の
好
忠
の
二
首
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
各
歌
人
の
特
徴
的
な
語
に
注
目
す
る
と
い
う
『
拾
遺
集
』
の
撰
歌
態
度
を
、
『
後
拾
遺
集
』
も
ま
た
踏
襲
し
て
い
る
例
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
『
後
拾
遺
集
』
が
『
拾
遺
集
』
を
如
何
に
熟
読
し
て
い
た
か
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
４
、『
後
拾
遺
集
』
の
撰
歌
と
『
拾
遺
集
』
の
増
補
前
述
し
た
例
の
中
に
は
、
『
後
拾
遺
集
』
の
撰
者
が
『
拾
遺
集
』
の
増
補
歌
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
い
た
例
が
見
出
せ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
『
後
拾
遺
集
』
と
『
拾
遺
集
』
増
補
歌
と
の
撰
歌
態
度
と
を
比
較
し
た
い
。
と
く
に
、
独
自
の
歌
境
を
切
り
開
い
た
歌
人
と
い
わ
れ
る
好
忠
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
、『
後
拾
遺
集
』
と
『
拾
遺
集
』
増
補
歌
と
の
関
わ
り
を
見
て
お
こ
う
。
好
忠
の
歌
は
『
拾
遺
抄
』
に
は
三
首
採
歌
さ
れ
て
い
た
が
、
『
拾
遺
集
』
に
な
る
と
九
首
と
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。『
後
拾
遺
集
』
に
も
九
首
撰
ば
れ
て
い
る
。『
拾
遺
集
』
の
九
首
の
部
立
を
見
る
と
、
四
季
歌
二
首
と
雑
季
四
首
と
の
合
計
六
首
が
、
い
わ
ば
四
季
歌
で
、
そ
の
他
に
別
、
雑
下
、
恋
三
に
各
一
首
が
あ
る
。
そ
の
内
、
『
拾
遺
抄
』
に
既
出
す
る
歌
は
、
別
、
雑
下
、
恋
三
の
三
首
で
あ
る
。
『
拾
遺
抄
』
に
は
好
忠
の
四
季
歌
は
撰
ば
れ
て
い
な
い
。
好
忠
の
四
季
歌
に
注
目
し
た
の
は
、『
拾
遺
集
』
の
新
た
な
撰
歌
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
『
拾
遺
集
』
を
撰
集
し
た
花
山
院
主
催
の
内
裏
歌
合 （
）に
も
好
忠
は
出
詠
し
て
お
り
、
花
山
院
が
好
忠
の
歌
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
花
山
院
は
『
拾
遺
抄
』
と
は
異
な
る
撰
歌
方
針
で
、
好
忠
の
歌
を
増
補
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
『
後
拾
遺
集
』
の
好
忠
の
歌
九
首
の
内
訳
は
、
四
季
歌
七
首
、
恋
四
と
雑
一
に
各
一
首
で
あ
る
。
四
季
歌
に
注
目
し
て
多
く
を
撰
ん
で
い
る
点
は
『
拾
遺
集
』
増
補
の
方
針
と
同
じ
で
あ
る
。
撰
歌
さ
れ
た
好
忠
歌
を
見
て
も
、
『
後
拾
遺
集
』
は
、
『
拾
遺
抄
』
よ
り
も
『
拾
遺
集
』
に
近
い
詠
風
の
歌
を
撰
ん
で
い
る
。
ま
ず
『
拾
遺
抄
』
が
撰
ん
だ
好
忠
詠
三
首
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
①
雁
が
音
の
か
へ
る
を
き
け
ば
わ
か
れ
ぢ
は
雲
居
は
る
か
に
思
ふ
ば
か
り
ぞ
（
拾
遺
抄
・
別
・
一
九
七
）
（9）
②
我
が
せ
こ
が
来
ま
さ
ぬ
よ
ひ
の
秋
風
は
来
ぬ
人
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な
（
同
・
恋
上
・
二
八
二
）
③
わ
が
こ
と
は
え
も
い
は
し
ろ
の
結
び
松
ち
と
せ
を
ふ
と
も
た
れ
か
と
く
べ
き
（
同
・
雑
下
・
五
一
三
）
い
ず
れ
も
伝
統
的
な
発
想
と
歌
詞
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
①
に
詠
ま
れ
た
「
雁
が
音
」
を
聞
き
「
雲
居
は
る
か
」
を
「
思
ふ
」
と
詠
む
先
行
歌
は
少
な
く
な
い
。
躬
恒
の
帰
雁
の
鳴
く
声
を
聞
い
て
旅
立
っ
た
人
を
思
う
歌
「
雁
が
音
を
雲
居
は
る
か
に
き
く
と
き
は
旅
の
そ
ら
な
る
人
を
し
ぞ
思
ふ
」
（
躬
恒
集
・
三
〇
〇
）
が
あ
り
、
中
務
に
も
、
お
そ
ら
く
屏
風
歌
で
あ
ろ
う
が
、
詞
書
に
「
旅
行
く
人
あ
り
、
雁
な
く
」
と
記
す
「
ゆ
く
を
た
だ
思
ひ
や
ら
な
ん
雁
が
音
の
か
へ
る
こ
ゑ
だ
に
き
か
ぬ
雲
居
を
」（
中
務
集
・
一
〇
八
）
の
例
が
あ
る
。
②
の
「
秋
風
」
と
「
来
ぬ
人
」
は
、
額
田
王
の
歌
「
君
ま
つ
と
あ
が
恋
ひ
を
れ
ば
わ
が
や
ど
の
す
だ
れ
う
ご
か
し
秋
の
風
ふ
く
」
（
万
葉
集
・
巻
四
・
四
八
八
）
以
来
、
恋
歌
の
常
套
的
な
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
『
古
今
集
』
に
も
有
名
な
同
想
の
恋
歌
「
こ
ぬ
人
を
ま
つ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
秋
風
は
い
か
に
ふ
け
ば
か
わ
び
し
か
る
ら
む
」（
恋
五
・
七
七
七
・
読
人
不
知
）
が
あ
る
。
③
は
、
有
名
な
有
間
皇
子
の
自
傷
歌
「
い
は
し
ろ
の
浜
松
が
え
を
ひ
き
結
び
ま
さ
き
く
あ
ら
ば
ま
た
か
へ
り
み
む
」
（
万
葉
集
・
巻
二
・
一
四
一
）
と
、
こ
の
歌
に
よ
る
長
忌
寸
意
吉
麿
の
歌
「
い
は
し
ろ
の
野
中
に
た
て
る
結
び
松
こ
こ
ろ
も
と
け
ず
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ
」（
万
葉
集
・
巻
二
・
一
四
四
）
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
好
忠
は
こ
れ
ら
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
結
び
松
」
を
用
い
て
、
謎
合
に
提
出
す
る
な
ぞ
が
、
解
け
難
い
こ
と
を
念
じ
た
歌
（
詞
書
に
は
「
謎
々
も
の
が
た
り
し
侍
り
け
る
所
に
」
と
あ
る
）
に
転
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
有
名
な
先
行
歌
を
ふ
ま
え
て
折
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
首
と
も
す
べ
て
伝
統
的
な
発
想
と
歌
詞
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
②
は
、
独
創
的
な
表
現
を
用
い
た
歌
を
多
く
含
ん
で
い
る
「
三
百
六
十
首
和
歌
」
の
一
首
で
あ
る
が
、
『
拾
遺
抄
』
が
撰
ん
だ
一
首
は
、「
我
が
せ
こ
」
と
い
う
万
葉
的
な
一
語
を
用
い
て
い
る
以
外
は
、
独
創
性
の
薄
い
歌
と
い
え
よ
う
。
次
に
『
拾
遺
集
』
に
増
補
さ
れ
た
歌
五
首
を
見
て
み
よ
う
。
五
首
す
べ
て
四
季
の
歌
で
あ
る
が
、
部
立
を
見
る
と
、
秋
部
に
二
首
、
雑
秋
に
三
首
、
増
補
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
秋
部
の
二
首
を
次
に
あ
げ
る
。
④
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
を
け
ふ
み
れ
ば
し
た
草
か
け
て
色
づ
き
に
け
り
（
拾
遺
集
・
秋
・
一
八
八
）
⑤
ま
ね
く
と
て
立
ち
も
と
ま
ら
ぬ
秋
ゆ
ゑ
に
あ
は
れ
か
た
よ
る
花
す
す
き
か
な
（
同
・
雑
秋
・
二
一
三
）
④
の
「
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
」
の
紅
葉
は
『
古
今
集
』
に
も
「
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
を
秋
ゆ
け
ば
錦
た
ち
き
る
心
地
こ
そ
す
れ
」
（
秋
下
・
二
九
六
・
忠
岑
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
木
々
の
錦
だ
け
で
は
な
く
「
し
た
草
か
け
て
色
づ
き
に
け
り
」
と
下
草
の
紅
葉
に
ま
で
着
眼
し
て
詠
じ
て
い
る
点
に
、
し
か
も
、
夏
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
下
草
を
、
秋
の
歌
に
詠
ん
で
い
る
点
に
新
味
が
あ
る
。
⑤
も
類
歌
は
多
く
、
「
秋
の
野
の
草
の
た
も
と
か
花
す
す
き
ほ
に
い
で
て
ま
ね
く
袖
と
見
ゆ
ら
む
」
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
四
三
・
棟
梁
）
や
「
さ
と
め
て
ぞ
見
る
べ
か
り
け
る
花
薄
ま
ね
く
か
た
に
や
秋
は
い
ぬ
ら
ん
」
（
貫
之
集
・
五
一
六
）
等
の
同
発
想
の
歌
が
あ
る
。
薄
に
「
あ
は
れ
」
と
同
情
す
る
点
に
や
や
新
味
が
あ
る
。
こ
れ
ら
、
秋
部
に
増
補
さ
れ
た
歌
は
新
味
の
少
な
い
歌
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
挙
げ
た
⑥
⑦
⑧
の
『
拾
遺
集
』
雑
秋
部
に
増
補
さ
れ
た
好
忠
の
歌
を
見
て
み
る
と
、
古
来
の
伝
統
的
な
和
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
新
し
い
歌
こ
と
ば
や
表
現
を
用
い
た
和
歌
が
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
⑥
秋
風
は
吹
き
な
や
ぶ
り
そ
わ
が
宿
の
あ
ば
ら
か
く
せ
る
く
も
の
す
が
き
を
（
拾
遺
集
・
雑
秋
・
一
一
一
一
）
⑦
み
山
木
を
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
に
こ
り
つ
め
て
寒
さ
を
こ
ふ
る
を
の
の
炭
や
き
（
同
・
一
一
四
四
）
⑧
に
ほ
と
り
の
氷
の
関
に
と
ぢ
ら
れ
て
玉
も
の
宿
を
か
れ
や
し
ぬ
ら
ん（
同
・
一
一
四
五
）
⑥
の
「
あ
ば
ら
」
は
好
忠
が
初
出
で
あ
り
、
し
か
も
好
忠
が
好
ん
で
詠
ん
だ
言
葉
で
あ
る
。
『
好
忠
集
』
に
は
次
の
三
例
を
見
出
せ
る
。
（10）
か
こ
は
ね
ど
よ
も
ぎ
の
ま
が
き
夏
く
れ
ば
あ
ば
ら
の
宿
を
お
も
か
く
し
つ
つ
（
好
忠
集
・
一
五
八
）
秋
風
は
ま
だ
き
な
ふ
き
そ
わ
が
宿
の
あ
ば
ら
か
く
せ
る
蜘
蛛
の
い
が
き
を
（
二
三
九
）
ふ
け
る
と
て
人
に
も
見
せ
む
消
え
ざ
ら
ば
あ
ば
ら
の
宿
に
ふ
れ
る
白
玉
（
四
〇
六
）
「
あ
ば
ら
」
は
「
あ
ば
ら
屋
」
の
か
た
ち
で
以
後
の
和
歌
に
多
用
さ
れ
、
『
夫
木
抄
』
の
項
目
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
の
「
を
の
の
炭
や
き
」
は
白
氏
の
「
売
炭
翁
」
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
和
歌
に
お
い
て
は
好
忠
が
初
出
で
あ
る
。
⑧
の
凍
る
池
と
水
鳥
の
組
み
合
わ
せ
を
詠
ん
だ
例
と
し
て
は
、「
あ
さ
氷
と
け
に
け
ら
し
な
水
の
面
に
や
ど
る
に
ほ
鳥
ゆ
き
き
な
く
な
り
」
（
順
集
・
二
一
二
）
や
「
う
ち
と
け
て
ね
だ
に
な
か
れ
ず
人
め
も
る
せ
き
の
い
は
み
づ
は
や
こ
ほ
り
つ
つ
」（
惟
規
集
・
一
九
）
等
が
見
当
た
る
。「
氷
」
も
「
関
」
も
め
づ
ら
し
い
語
で
は
な
い
が
、
「
氷
の
関
」
の
先
行
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
後
述
す
る
「
氷
の
楔
」
と
と
も
に
、
白
詩
の
影
響
に
よ
る
好
忠
の
造
語
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
後
拾
遺
集
』
の
好
忠
詠
も
ま
た
、
古
来
の
和
歌
に
例
を
見
な
い
歌
語
を
用
い
た
歌
が
多
い
。
三
島
江
に
つ
の
ぐ
み
わ
た
る
あ
し
の
ね
の
ひ
と
よ
の
ほ
ど
に
春
め
き
に
け
り
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
四
二
）
「
三
島
江
」
は
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
「
三
島
江
の
玉
江
の
こ
も
を
し
め
し
よ
り
お
の
が
と
ぞ
思
ふ
い
ま
だ
か
ら
ね
ど
」
（
巻
七
・
一
三
四
八
）
や
「
三
島
江
の
入
り
江
の
こ
も
を
か
り
に
こ
そ
我
を
ば
君
は
思
ひ
た
り
け
れ
」
（
巻
一
一
・
二
七
六
六
）
等
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
に
は
詠
ま
れ
ず
、
『
拾
遺
集
』
が
前
引
の
万
葉
歌
（
一
三
四
八
）
を
人
麿
歌
と
し
て
再
録
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
好
忠
の
三
島
江
の
歌
は
、
前
例
の
な
い
斬
新
な
春
の
景
色
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
後
代
和
歌
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
「
つ
の
ぐ
む
」
は
和
歌
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
『
人
丸
集
』
の
国
名
歌
に
「
む
つ
の
く
に
」
の
歌
に
例
が
あ
る
が
、
他
に
は
例
を
見
な
い
。
木
越
隆
氏
に
よ
っ
て
漢
詩
の
語
か
ら
影
響
を
与
え
ら
れ
た
語
、
す
な
わ
ち
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
小
野
篁
の
詩
文
「
碧
玉
寒
蘆
錐
脱
嚢
」
等
に
見
ら
れ
る
表
現
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
下
句
の
「
ひ
と
よ
」
は
七
夕
の
歌
に
多
く
詠
ま
れ
、
恋
の
歌
に
使
用
例
が
多
い
が
、
一
夜
の
う
ち
に
季
節
が
到
来
す
る
と
詠
む
発
想
の
先
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
『
拾
遺
集
』
増
補
歌
と
の
関
係
を
示
す
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
一
首
で
あ
る
。
岩
間
に
は
氷
の
楔
う
ち
て
け
り
玉
ゐ
し
水
も
今
は
も
り
こ
ず（
後
拾
遺
集
・
冬
・
四
二
一
）
こ
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
氷
の
楔
」
に
つ
い
て
は
、
木
越
隆
氏
が
、
前
引
し
た
『
拾
遺
集
』
の
好
忠
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
氷
の
関
」
と
と
も
に
漢
詩
由
来
の
造
語
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
白
楽
天
の
詩
に
は
造
語
と
見
ら
れ
る
「
氷
声
」
や
「
氷
轍
」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
氏
の
造
語
法
に
な
ら
っ
て
好
忠
が
創
造
し
た
語
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』
の
好
忠
詠
を
意
識
し
て
『
後
拾
遺
集
』
が
撰
歌
し
た
例
と
い
え
よ
う
。『
後
拾
遺
集
』
の
撰
歌
態
度
は
『
拾
遺
抄
』
よ
り
も
『
拾
遺
集
』
の
撰
歌
態
度
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
５
、
お
わ
り
に
以
上
、
『
拾
遺
集
』
と
『
後
拾
遺
集
』
と
に
共
通
す
る
歌
人
の
表
現
に
は
類
似
の
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
を
比
較
・
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
歌
人
の
和
歌
を
撰
歌
す
る
に
あ
た
っ
て
、
『
後
拾
遺
集
』
は
『
拾
遺
集
』
の
撰
歌
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
『
拾
遺
集
』
が
増
補
し
た
歌
を
も
『
後
拾
遺
集
』
撰
者
は
丹
念
に
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
後
拾
遺
集
』
の
撰
歌
態
度
と
『
拾
遺
集
』
が
『
拾
遺
抄
』
を
増
補
す
る
際
の
撰
歌
態
度
と
に
相
通
じ
る
例
が
見
出
せ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
『
後
拾
遺
集
』
が
、
前
代
勅
撰
集
と
し
て
『
拾
遺
集
』
を
継
承
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
『
拾
遺
集
』
に
お
け
る
増
補
編
纂
は
、
『
古
今
集
』
か
ら
『
後
拾
遺
集
』
に
至
る
和
歌
史
の
展
開
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（11）
【
注
】
（
１
）
野
口
元
大
翻
刻
解
説
「
三
代
集
之
間
事
」
（
小
沢
正
夫
編
『
三
代
集
の
研
究
』
明
治
書
院
、
昭
和
五
六
年
）
に
よ
る
。
（
２
）
『
日
本
歌
学
大
系
第
五
巻
』（
風
間
書
房
、
昭
和
五
二
年
）
に
よ
る
。
（
３
）
道
長
か
ら
彰
子
に
三
代
集
が
贈
ら
れ
た
件
に
「
古
今
・
後
撰
集
・
拾
遺
抄
、
そ
の
部
ど
も
は
五
帖
に
つ
く
り
つ
つ
…
冊
子
ひ
と
つ
に
四
巻
を
あ
て
つ
つ
」（『
新
潮
日
本
古
典
集
成
紫
式
部
日
記
』
に
よ
る
）
と
あ
る
よ
う
に
二
十
巻
本
の
『
拾
遺
集
』
を
『
拾
遺
抄
』
と
記
し
て
い
る
。
（
４
）
和
歌
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
仮
名
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
適
宜
改
め
た
。
（
５
）
『
能
宣
集
』（
西
本
願
寺
本
）
の
序
文
に
「
円
融
太
上
法
皇
の
在
位
の
す
ゑ
に
、
勅
あ
り
て
家
集
を
め
す
、
今
上
花
山
聖
代
、
ま
た
勅
あ
り
て
お
な
じ
き
集
を
め
す
」
と
あ
る
。
（
６
）
（
３
）
と
同
書
に
よ
る
。
（
７
）
小
町
谷
照
彦
校
注
『
拾
遺
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）
に
よ
る
。
（
８
）
石
田
譲
二
・
清
水
好
子
校
注
『
源
氏
物
語
第
六
巻
』
（
新
潮
社
、
昭
和
六
三
年
）
に
よ
る
。
（
９
）
『
古
今
集
和
歌
集
と
歌
こ
と
ば
表
現
』（
岩
波
書
店
、
平
成
四
年
）。
（
10）
「
後
拾
遺
集
時
代
の
歌
枕
」
、
和
歌
文
学
論
集
編
集
委
員
会
編
『
平
安
後
期
の
和
歌
』
（
風
間
書
院
、
平
成
六
年
）
所
収
。
（
11）
「『
山
里
』
の
自
然
美
の
形
成
、『
平
安
文
学
の
想
像
力
』（
勉
誠
社
、
平
成
一
二
年
）
所
収
。
（
12）
注
（
９
）
と
同
じ
論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
13）
上
野
理
『
後
拾
遺
集
前
後
』（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
一
年
）
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
（
14）
『
兼
盛
集
』
に
は
、
他
に
も
「
七
夕
の
あ
か
ぬ
別
の
か
な
し
き
に
今
日
し
も
な
ど
か
君
が
き
ま
せ
る
」（
一
八
五
）
の
例
が
あ
る
。
（
15）
木
越
隆
「
曾
丹
集
の
表
現
―
集
中
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
七
八
号
、
昭
和
四
九
年
五
月
）
以
下
、
木
越
氏
の
説
は
す
べ
て
同
論
文
に
よ
る
。
（
16）
寛
和
二
年
六
月
一
〇
日
開
催
の
「
内
裏
歌
合
」
に
地
下
な
が
ら
召
さ
れ
、
三
首
出
詠
し
て
い
る
。
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Abstract
In the old manuscripts, the title of the Goshuishu was designated as the Goshuisho. Therefore, it has been
presumed that the Goshuishu inherits the Shuisho rather than the Shuishu. The detailed comparative investi-
gation of the contents of the three collections has been neglected. This paper inspects the relationship between
the Goshuishu and the Shuishu through concrete analysis and a comparison of waka included in each collec-
tion. First, this research points out that the Goshuishu highly respects the poets of the Shuishu and adopts
a lot of waka by them. In comparison waka written by the poets who are selected in all three collections,
remarkable similarities of the language of waka are found. Moreover, it is revealed that the Goshuishu is
influenced by waka which only appears in the Shuishu. This paper demonstrates the Goshuishu inherits not
only the Shuisho but also the Shuishu.
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